エネルギー×熱力学第二法則×熱機関
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力学的エネルギー　保存則 　　　　　　　　　　熱量　保存則
世の中様々な形態で、エネルギーが存在する。それらの総量は　　　　　　　　
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、原子核の結合が持つ

光エネルギー

原子の結合等による

バネ・重力・運動のエネルギー 導線を流れる電子等による

構成粒子の熱振動による

化学エネルギー

→エネルギーは　　　　　　　　　　　かつ　　　　　　　　　　　。







人間は、それらを時と場合に応じ　　　　  することで社会生活を営んでいる。

疑問：　「エネルギー保存則」　のみで世の中を語れるか？　→　　　　　
観察：　４つの現象を観察し、表を埋めましょう。

	現象
	エネルギーの移り変わり
	違和感
	過程

	①
	振り子
	位置エネルギー
	
	
	
	

	②
	摩擦のある運動
	化学エネルギー
	
	
	
	

	③
	ばね振り子
	位置エネルギー
	
	
	
	

	④
	小球の落下
	
	
	
	
	


考察：それぞれエネルギーは保存している。では、違和感が生じるかどうかは何によって違うか…。
外部から　　　　　　　　　　としても、元の状態に戻り得る変化　…　　　　　　　　　…①
　　　　　　　　　　　　　　とすると、元の状態に戻らない変化　…　　　　　　　　　…②
世の中の現象は２つに区分される。もし、世の中のすべての現象が①であれば、ビデオを逆再生しても違和感を持つことはない。
表から分かるように、一般に


熱力学の第二法則　　熱に関する変化の方向を決める法則。いくつもの書き表し方がある。
表記Ⅰ　
→　熱は必ず　高温の物体から低温の物体へ移動する。　
エネルギーの質と方向
　運動エネルギー　　　　　　　　　　熱エネルギー
電気エネルギー　　　　　　　　

したがって、例えば現象②について、机から熱をすってテープ台が運動してもエネルギー保存的には何ら問題はないのだが、実際にはそのようなことは起こりえない。

疑問：では、熱エネルギーは利用できないエネルギーなのか？　　→　　　　　　　　　　　

ただし利用するには、

①　　　　　　　　　　　　　　

②　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
表記Ⅱ                      、働き続ける熱機関は存在しない。
表記Ⅲ　　　　　　　　　　　の熱機関は存在しない。
重油1.0kgを燃焼させると、4.0×107[J]の熱が出る。ディーゼル機関で2.0kgの重油を燃焼させたところ、4.8×107[J]の排熱があった。熱効率はいくらか。
吸熱反応





1











2





7





6





5





4





3





電池





充電





10





摩擦熱





モーター





12





11





9





8





その差を仕事として利用できる





入力した熱　　　　に対し


いくら仕事　　　　ができるかを


　　　　　　　という。








